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4.2 検証対象ダム事業等の点検〔筒砂子ダム建設事業：県検証ダム〕 

4.2.1 総事業費及び工期 

現在保有している技術情報等の範囲内で、筒砂子ダム建設事業の総事業費及び工

期について点検を行った※1。点検の概要を以下に示す。 

 

 

(1) 総事業費 

1) 点検の考え方 

・ 直近の事業評価時（「宮城県行政評価委員会公共事業評価部会」平成２４年１月）

で用いた総事業費を基に、平成 25 年以降の残事業を対象として点検を行った。 

・ 平成 21年度までの新たな調査検討結果及び設計成果を基に残事業の数量や内容

の妥当性を確認するとともに、平成 23 年度単価による確認を実施した。 

・ 残事業の数量や内容については、今後の変動要素を考慮して分析評価を行った。 

2) 点検の結果 

・残事業費を点検した結果（表 4-5 のとおり）約 802 億円（平成 24 年度まで実

施額を合わせた総事業費は約 833 億円）になった。 

・なお、筒砂子ダム建設事業の検証に用いる残事業費は点検結果である約 802 億

円を使用する。 

※1 この検討は、今回の検証のプロセスに位置づけられている「検証ダム事業費の点検」の一環

として行っているものであり、現在保有している技術情報の範囲内で、今後の事業の方向性

に関する判断とは一切関わりなく、現在の事業計画を点検するものである。また、予断を持

たずに検証を進める観点から、ダム事業の点検及び他の治水対策案（代替案）のいずれかの

検討にあたっても、さらなるコスト縮減や工期短縮などの期待的要素は含まないこととして

いる。  
なお、検証の結論に沿って、いずれの対策を実施する場合においても、実際の施工に当たっ

てはさらなるコスト縮減や工期短縮に対して最大限の努力をすることとしている。 
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(2) 工期 
 

1) 点検の考え方 

・ 総事業費の点検と同様に、直近の事業評価時（「宮城県行政評価委員会公共

事業評価部会」平成２４年１月）に用いた工期を対象として平成２２年度以

降現時点までに得られている最新の知見等を踏まえ工期の点検を行った。 

・ 調査設計等に着手してから事業完了までの残事業における必要工期を以下の

考えに基づき算定している。 

➤調 査 設 計 等：工期は３箇年を見込む。 

➤付 替 道 路：土木工事積算基準を参照し、一次供用区間の必要工期

を設定（昼施工４週８休を基本）。 

➤本体掘削、堤体工：県内同型式ダム（漆沢ダム、七北田ダム、樽水ダム、

小田ダム）の実績工期を考慮し設定。 

➤試 験 湛 水：県管理ダムの試験湛水実績を勘案し、10 月開始、翌年

度３月完了として設定。 

2) 点検の結果 

事業完了までの期間は現計画と同様、約２１年かかる見込みである。 

表 4-6 工期の点検結果（筒砂子ダム建設事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査・測量・設計等の着手時期は未定。 

※今後行う詳細な検討結果や設計成果、予算の制約や入札手続き等によっては、見込み

のとおりとならない場合がある。 

 

4.2.2 堆砂計画 

筒砂子ダムの堆砂容量（2,000 千 m3）について、近傍類似ダムにおける最新の堆

砂実績を用いて点検を行った。 

(1) 堆砂容量の考え方 

筒砂子ダムの堆砂容量については、次に示す方法により算出されている。 

工事用道路

転流工

本体掘削

堤体工

取水放流設備

20年 21年16年 17年 18年 19年12年 13年 14年 15年8年 9年 10年 11年4年 5年 6年 7年

調査・測量・設計等

1年 2年 3年

ダ
ム
工
事

付替道路

試験湛水

一次 二次

　　　　　　　　：クリティカル
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・ 近傍の漆沢ダム（宮城県）の堆砂実績等（平成 7 年まで）から算定。 

・ この計画比堆砂量と筒砂子ダムの流域面積を乗じ、100年分の堆砂量を推定し、

筒砂子ダムの堆砂容量として算出。 

 

(2) 堆砂量の点検方法 

今回の点検では、筒砂子ダムの近傍ダムである漆沢ダムの堆砂実績を平成１９年ま

で更新し、年堆砂量の変動を確率評価した「確率比堆砂量」により点検した。 

 

 

(3) 点検結果の評価 

点検の結果、漆沢ダムの「確率比堆砂量」570m3/km2/年を筒砂子ダムの計画比堆砂

量とし、計画堆砂容量を 2,000 千 m3 から 2,500 千 m3 に変更する。 

 

計画比堆砂量     = 570m3/km2/年 

筒砂子ダムの堆砂容量 = 570m3/km2/年 ×42.4km2×100 年≒ 2,500 千 m3

（計画比堆砂量）（流域面積）（年数） 

 

 

計画比堆砂量     = 470m3/km2/年 

筒砂子ダムの堆砂容量 = 470m3/km2/年 ×42.4km2×100 年≒ 2,000 千 m3

（計画比堆砂量）（流域面積）（年数） 
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図 4-2 筒砂子ダム建設事業の諸元変更（案） 

4.2.3 計画の前提となっているデータ 
 

(1) 点検の実施 

検証要領細目「第 4 1 再評価の視点(1)」で規定されている「過去の洪水実績など

計画の前提となっているデータ等について詳細に点検を行う。」に基づき、雨量データ

及び流量データの点検を実施した。 

筒砂子ダム建設事業の検証は、点検の結果、必要な修正を反映したデータを用いて

実施した。 
 

(2) 点検結果の公表 

雨量データ及び流量データの点検結果については、別途、東北地方整備局及び宮城

県ホームページで公表した。 

ダム検証検討諸元（変更計画（案））

○堆砂容量の点検 

近傍ダムの堆砂実績を最新データで更新し、計画堆砂容

量を変更 

○現計画の堆砂容量（点検対象） 

直 近の事 業 再 評 価 時（平 成２４年 １月）に提 示

した総事業費の算定根拠とした計画堆砂容量 

 

   ◆計画堆砂容量 Ｖ＝2,000 千ｍ３ 

現計画（点検対象）

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
30,900千m3

サーチャージ水位 281.9m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.271.6m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.235.7m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.0m

現計画（点検対象）

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
30,900千m3

サーチャージ水位 281.9m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.271.6m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.235.7m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.0m 有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
30,900千m3

サーチャージ水位 281.9m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.271.6m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.235.7m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.0m

ダム検証検討諸元(案)

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m

ダム検証検討諸元(案)

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m 有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m

○点検結果 

◆計画堆砂容量 2,000 千ｍ３ → 2,500 千ｍ３ 

◆計画ダム高   98．0 ｍ   → 98．4ｍ 

増 500 千ｍ３

増 0.4 ｍ 




